
≪件名≫ 

相続診断システム活用術 第 9 号＿１つの物件で利用用途が異なる場合の入力方法のご紹介 

 

≪本文≫ 

相続診断システム導入企業各位 

（BCCで送信しております） 

 

第 9 号は、１つの物件で利用用途が異なる場合の入力方法についてご紹介します。 

例えば賃貸併用住宅などです。 

自宅部分は自用地評価、賃貸部分は貸家建付地評価というように評価方法が分かれている

場合や、小規模宅地の特例であれば特定居住用宅地と貸付事業用宅地に分かれている場合

です。 

賃貸併用住宅のように 1 つの不動産で用途が異なる場合は、別々に入力する必要がありま

す。 

 

１つの物件で利用用途が異なる場合の入力方法 

不動産情報 

土地 面積 300 ㎡ 路線価 10 万円 借地権割合 50％ 

建物 固定資産税評価額 3,000 万円 

1 階 2 階：賃貸 

3 階：自宅 

上記の場合は、自宅と賃貸部分に分けて別々に入力していきます。 

 

① 自宅部分を入力します。 

土地の用途：自宅 

利用単位面積：100 ㎡ 

建物の固定資産税評価額：1,000 万円 

 



 

 

 

② 賃貸部分を入力します。 

土地の用途：賃貸用 

利用単位面積：200 ㎡ 

建物の固定資産税評価額：2,000 万円 

 

 

 

 

このように用途別に入力することで、貸家建付地評価や貸家評価、小規模宅地の自動計算機

能を使用できます。 

実際の入力でご不明点が出た場合は、弊社までご連絡ください。 



 

 

相続診断システムを操作されているご担当者さまへ本メールを転送していただきますよう

お願いいたします。（ご担当者さまへ直接配信してほしい場合は、弊社まで担当者名とメー

ルアドレスをお知らせください） 

 

相続診断システム活用術の配信停止を希望される方は、配信停止するメールアドレスを弊

社までお知らせください。 

 

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /  

バンカーズ・ビジネス・ソリューションズ株式会社 

〒103-0011 東京都中央区日本橋大伝馬町 13-7 大富ビル２階（受付） 

TEL：03-6868-4792 

Mail：bbs.jp@bankers-bs.com 

HP：http://www.bankers-bs.com/ 

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /  
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